
チャレンジする人に、そしてチャレンジを応援する人になろう！  

  

  みなさんは、この 1 年の間に何にチャレンジしましたか？自分で進んで始めたこと、いつもなら手を挙げ

ない役割を振られて始めたこと、さまざまあると思います。小さくても「やってみた！」という経験は、みなさ

んを確実に成長させてくれます。 
 

 ITの発達とコロナ禍もあって、社会が大きく変化しています。１０年前には 

無かった職業がどんどん生まれ、消えていく仕事も多くあります。変化の激しい 

社会で生きていくには、失敗を恐れずチャレンジする勇気が求められます。 

やってみないと、わからないことが多いからです。 
 

 かつて、ある大学教授がこんなことを言っていました。 
 

「チャレンジする人を増やすには、仮に失敗しても『リスクを恐れずよく挑戦した！』と褒める空気が無いと

ダメ。いろんな場面で“挑戦を褒めたたえるまち”にしてください」 
 

 チャレンジしろ、と言われても「なんで違うことしてるねん」と周りが否定的だと、ためらってしまいます。挑

戦したい人が出てくるのを待っているようではいけない、お互いにチャレンジを褒めるようにすれば、どん

どんトライする人が出てくる。周りが一歩前に出るようになれば、自分もチャレンジしたくなる。まずは、この

１年の自分や仲間のしたことを振り返り、挑戦したことを「すごいな！」と言葉にしてみてください。 

 私も区長として、港区を「だれでも・何度でもチャレンジできるまち」にするためにがんばります！ 

 

 

 いつか「働く」で困った時のために 

「コネクションズおおさか」のご案内 
 

中学を卒業し、それぞれの進路に向かった先でう

まくいかない場面もあるかもしれません。特に就職や

社会に出るのが不安で悩むことがある時には「コネ

クションズおおさか」が相談に乗ってくれます。相談先

の一つとして、覚えておいてくださ 

いね！ 

コネクションズおおさか 

℡：06-6344-2660 

（火～土：１０時半～１８時半） 

 

港区で育つ・学ぶ中学生のみなさんへ        【２０２３年・第３号】 

 

 

 

 

           港区の公立中学校に通う中学生のみなさん、こんにちは！港区長の山口 

          です。いよいよ卒業や進級のシーズンですね。コロナも少しずつ収まってき

た中で、新たなステージに向けて準備をしましょう。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 代のための相談窓口まとめサイト  

ミークス で 検索  https://me-x.jp/ 

 

       『15歳からの社会保障』 

                    （横山北斗／日本評論社） 

  チャレンジするには、まず自分の生 

活が守られなければできません。でも、 

「どこに相談すればいいかわからない」 

人も多いと思います。この本は、家族の 

世話をしている「ヤングケアラー」や、 

生活に困って住む家がなくなる人の 

ストーリーが描かれ、人生のピンチに 

どんな相談先や支援があるかを教え 

てくれます。「助けて」と言える力も、 

「生きる力」だと知っておいてください。 

 

 

 


